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シンポジウム
アジアと武術
	 日時：2011 年 1 月 29 日（土）13：30 ～ 17：30
	 場所：国士舘大学多摩キャンパス体育学部 201 教室
	 主催：国士舘大学アジア・日本研究センター
	 共催：日本武道学会東京支部
	 後援：日本武道学会、財団法人日本武道館
記念講演１「アジアと武術」
山本 徳郎（元国士舘大学体育学部教授）
記念講演を始めるに先立って、まず「国士舘大学アジア・日本研究センター」が設立10周年をお
迎えになったことに対し、お祝いの言葉を述べさせていただきます。本当におめでとうございます。
心からお祝いを申し上げますとともに、今後の益々のご活躍を期待させていただきます。
また本日の記念行事を、日本武道学会東京支部は共催ということで、日本武道学会と財団法人日
本武道館は後援ということで、この行事を支えてくださったことに対しても、深く感謝申し上げま
す。日本体育学会はホームページでこの行事を紹介してくださいました。有難うございました。
私が本日話をさせていただく内容は、「講演」というのはおこがましく、今回の行事の企画にかか
わった一人として、特にこの「アジアと武術」というシンポジウムを設定した者として、あらかじ
め本日の概略的なことをお示しすることであります。
私は2000年4月に国士舘大学体育学部に着任しましたが、それから少しした頃大学の付置機関とし
て「アジア・日本研究センター」が設立され、メンバーの募集があったように記憶しています。体
育学部からも多くの方が参加されるものと思い、あまり深く考えもせず、ささやかな関心から応募
いたしました。ところが一昨年春にセンターの方から電話をいただき、センターが10周年を迎える
ので、その記念事業の企画委員になってほしいと言われました。すでに私は定年で国士舘を退職し
ておりましたのでお断り申し上げたのですが、センター設立以来の体育学部からのメンバーは私だ
けだったということで熱心に誘ってくださいました。そんなことで、すでに国士舘に籍の無い者が
このようなところに出てきたことをお許しいただきたいと思います。
私はアジアに関する研究成果をほとんど持っていませんが、1994年に高知大学で前田幹夫教授が
中心になって始めた「東北アジア体育スポーツ史学会」設立の準備大会に参加して以来、学会大会
では毎回発表や発言をするようになり、現在ではアジアの問題にも関心を持ち始めております。「東
北アジア体育スポーツ史学会」というのは、日本、韓国、中国、台湾という主として漢字文化圏を
構成する4つの国と地域の体育・スポーツ史関係者が集まり、構成され、運営されております。1994
年の準備大会に続いて翌1995年から隔年で台湾、日本、韓国、中国で開催され、その順で主催する
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国を回り持ちにして、今年台湾が3回目の担当で、8月に台南大学で行う予定になっております。こ
の学会の特徴は、母国語で発表し議論できるということです。それは留学経験のある若い参加者が
ボランティア通訳者をしてくださることで可能になっております。今回のシンポジストである林先
生、朴先生も、かつてその役を引き受けてくださった経験者でもあります。
さて、本日のテーマである「アジアと武術」について簡単にふれておきたいと思います。本日の
シンポジウムは「アジア・日本研究センター」の記念行事ですから、当然「アジア」をはずすわけ
にはまいりません。そこで当初考えていたのは「アジアのスポーツ」でありましたが、もう少しア
ジア的な特質が考えられるような問題を模索し、最終的には「アジアと武術」といたしました。共
催や後援に加わってくださった団体の方々からすれば、なぜ「武道」とせずに「武術」にしたのか
といぶかしく思われるかもしれませんが、ここではあえて「武術」といたしました。
日本では明治以降、武術から武道へ変化したというのが常識になっていますが、東北アジアの他
の漢字文化圏では現在でも「武術」といわれています。今回のシンポジウムではこの「武術」に注
目したのはその現状をふまえてのことです。2006年に中国・四川省の成都体育学院で中国武術を担
当している張選恵教授が国士舘に来られ、私と10 ヶ月の間「武術と武道」をめぐって共同研究をし
ました。言葉の問題もあり、充分といえる研修成果はあがりませんでしたが、私は多くの刺戟を受
け、課題を残してくださいました。中国には武道への具体的道筋が見えていないと云う彼女の言葉
を伺いながら、我々日本人は武術から武道へというのが、一つの必然的な発展と考えて疑わなかっ
たことが、はたして良かったのだろうかと疑問に思えてきました。中国では「武道化」が見られな
いというのは、「武道」史的にみれば遅れているからでしょうか。進歩史観的にみればそうだと言え
るでしょう。しかし「武術」史、「技術」史としてみたらどうなのでしょうか。そこにはそれなりの
歴史的事情が存在していたように思われます。
一昨年の2009年8月に中国の大連で第8回東北アジア体育スポーツ史学会が行われ、私はシンポジ
ウムの演者として参加いたしました。その機会に、今日のシンポジウムの演者のお一人である林伯
原先生の論文を読み直してみました。先生は、かつて私の在籍した奈良女子大学に中国武術史の論
文を提出され、私も主査として審査に加わって、1998年に博士の学位を授与されておられます。新
たに読み直すことによって、記憶に蘇ってきた重要な記述に出会いました。それは、「（中国の武術
提唱者は）帝国主義列強の進出とともに伝来した西洋体育（欧米スポーツ）に対しては一種の本能
的な排斥心理を抱いていた（拒否反応）・・・」という文章でした。中国では19世紀半ばから阿片戦
争や日本と清国との戦争、義和団事件、八国連合戦争と続き、列強による侵略が強まっていました。
このような民族的危機の高まりのなかで、武術によって民族精神を奮い立たせようとする人々が現
れます。彼らは伝統的な武術を実践する一方で、欧米スポーツの導入に対して「本能的な排斥心理」
を抱いていたということだったようです。
19世紀には、周知のようにヨーロッパやアメリカのスポーツが帝国主義を背景にアジアへ進出し
てきました。欧化主義や文明化にあまり抵抗をしめさなかった日本では、いち早く外来の新しい文
化を導入し、アジアではスポーツの先進国だと思うこともありました。うかつにも我々は、他のア
ジア諸国でも同じように欧米スポーツが導入されていたとばかり思っていたふしがありますが、阿
片戦争等を経験した中国では様子が違っていたのです。勿論中国にも欧米の近代的な体育やスポー
ツの紹介は行われていましたが、しかし中国は、それに対して疑念を抱いて抵抗的に対応していた
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というのです。このことは近年日本の学会発表等で愛知教育大学名誉教授影山健先生が用いておら
れる「抵抗としてのスポーツ」という概念が思い出されますし、私の研究課題であるドイツのトゥ
ルネンにも似たような雰囲気が感じられます。トゥルネンというのは19世紀初頭にナポレオンの支
配下におかれたドイツで、ヤーンが若者たちと始めた祖国の自由・解放を求めた活動でした。
中国社会には長期にわたって武術が民間に広がっており、武術をしていた集団が関係しながら阿
片戦争や義和団の事件が進行したことを考えると、中国の武術はその基盤にしても目的にしても、
日本の武道とはかなり異質であった、つまり抵抗的性格を持っていたように感じられます。中国社
会には民間の武術教育機関が根強く存在し続けており、都市と農村の武術塾（道場）が、武術の伝
習において最も重要な場所でありました。更に、義和団事件以後、政府は武器の所持と訓練を制限
しましたが、民間における武術教育の発展を阻止することはできなかったといわれています。その
原因は、第一に、民間武術は反帝国主義、反封建主義の戦いをする上での闘争の手段、つまり抵抗
の手段となっていたこと、革命思想の高まりと人々の思想解放に伴って全国各地に武術道場（武塾）
がみられるようになったこと、そして第二に、有識者は武をたっとぶこと、つまり「尚武」こそ民
族精神を奮い立たせ、外国からの侮辱を克服し国を強くする方法であると考えたため、武術を宣伝
し、その教育を提唱する活動が全国各地で発展したからだといわれています。
この歴史的背景を考えると、今日毎朝、中国の各所にみられる市民や民衆による太極拳風景の遠
因が理解できますし、太極拳を習慣化しているところから彼らの根強い抵抗の精神やしたたかさが
感じられます。少なくとも彼らは誰かに言われて太極拳をしているのではなく、民族文化として自
然と身についた習慣として行っているように見受けられます。彼らにとって、今日本の文部科学省
が生涯スポーツの普及やメダル獲得数を増やすために躍起になっている「スポーツ立国戦略」や「総
合型地域スポーツクラブ」のような、スローガン的運動などは無用なことではないでしょうか。
中国武術には長い歴史と地域によって異なる「術」を持ち、個性的な発展を遂げていました。そ
してそれらの文化は東北アジアの各地に広がっていきました。その拡がりの様子を文献の交流の中
で明らかにしたのが朴貴順教授の業績でした。朴先生は金沢大学の大久保英哲（ひであき）教授の
下で研究をすすめ、金沢大学から博士の学位を授与されました。彼女の研究成果は日本の体育史や
スポーツ史の学会で度々発表され、学会誌にも投稿されていますので、私も以前から関心をもって
おりました。
朴先生の研究は，まず，日本の『兵法秘傳書』（1701）と『武術早學』（1757）の編纂過程とその
内容を明らかにし，その二書に見られる中国武芸（術）からの影響について検討されました。次に，
明時代の中国の『紀效新書』（1560）と韓国（朝鮮）の『武藝圖譜通志』（1790）の編纂過程を再検
討し，『武藝圖譜通志』に見られる中国武芸（術）からの影響について検討しております。その上
で，『紀效新書』を基軸にして，特に動作記述に注目し，日本と韓国（朝鮮）それぞれの武芸書に見
られる記述とその共通点や相違点を比較・検討されております。すなわち，武芸書の動作記述とい
う観点から，三国の武芸（術）がどのように交流し，影響を及ぼしあったのかを明らかにすること
を目的としたものであります。内容的には難度が高く、すぐに理解できるものではありませんが、
論旨は極めて明快だったと思います。中国語、韓国語、日本語に精通しておられる朴教授ならでは
の成果でした。
私は武道、武術については全くの門外漢ですので、感じていることを率直に申し上げれば、日本
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の「武道」研究者の多くは武術から武道へという流れのなかで論じてこられているように思ってお
ります。宮本武蔵の『五輪書』も武道書として読まれていることが多いと思うのですが、これを体
育学の立場から「運動学」の古典としても扱ってみてはどうかと考えています。そこで今回のシン
ポジウムでは少し従来の見方をズラして、「術」の立場から武道を考察してみてはいかがかと考え、
いまだに実践的「術」にも励んでおられる佐藤成明教授の「範士」のお立場からのお話を期待して、
ご登壇をお願いいたしました。佐藤先生は、「術から道へ」の移行過程を「教育武道」といった日本
武道の集大成ともいうべき段階への形成に尽力されていますので、その意図・ねらいに関して論じ
ていただけたらと考えております。
かねてから私は「21世紀オリンピズム」ということを提唱し、公表してまいりました。しかし、
それは誤解されやすいのですが、「21世紀のオリンピック」を考えているものでも、クーベルタンへ
の復帰を目指すものでもないのです。そうではなく、体育やスポーツは勿論、武術・武道から救急
救命活動も含めた、これからの我々の領域の総合的な名称として考えている仮の概念なのであり	
ます。
ご承知のように、1970年頃から始まる大学改革の波にもまれる中で、学部学科の再編と名称変更
が問われました。我々の領域では1960年代後半に「体育からスポーツへ」という議論が盛んになさ
れ、「体育のスポーツ化」は徐々に進行しております。その間に色々な名称が使われるようになりま
したが、我々の領域を総括するにふさわしい名称には出会っておりません。私が国士舘に着任した
ころ、体育学部に武道学科とスポーツ医科学科が新設されました。「体育学」の領域拡大に直面し
て、我々の領域の変化を実感し、名称変更も期待される時機がくることが予感されました。従来ど
おりに「体育学」を守ることにも意味がありますが、全体を包み込むのに相応しい名称として、と
りあえず私は「21世紀オリンピズム」を考えました。ヒントは当時新設された国士舘大学21世紀ア
ジア学部の「21世紀アジア学」から得たものでした。「21世紀アジア学」には、これからのアジアを
考えるのに相応しい内容が込められているように感じたからです。
この名称を提唱されたのが、本日記念講演をしていただく梶原景昭教授でした。私はアジアに関
してはまことにおぼつかない人間ですので、先生から「21世紀アジア学」に込められて「アジア」
をご教示願いたく、当初基調講演としてお願いする予定でしたが、それは任ではないとおっしゃら
れましたので、記念講演にさせていただいておりますが、私としては基調講演だととらえて拝聴し
たく思っております。
国士舘の創立は1917（大正6）年で、1929（昭和4）年には国士舘専門学校が発足しておりました。
戦後の混乱期をのりこえて、国士舘大学は1958（昭和33）年に4年制の大学を創設し、体育学部体育
学科を設置しました。その前身ともいえる国士舘専門学校は4年制の旧制の専門学校で、国漢剣道科
と国漢柔道科で発足し、後に国漢弓道科や興亜科などが加わりました。いずれにしても、武道中心
の教育機関で、かつて私のもとで修士論文をまとめた佐藤宏拓穣さんの研究によると、国士舘専門
学校は、戦前の中等学校武道教員を養成していた三校（他は武専、高師）のうちの一つで、資格あ
る卒業生数では日本一だった、とのことです。しかもこの専門学校には「興亜科」も設置されたよ
うに、アジアへの目も持っておりました。したがって「国士舘大学アジア・日本研究センター」設
立10周年を記念する行事で、「アジアと武術」と題するシンポジウムをすることは、国士舘の歴史に
とっても極めて相応しい試みであると思います。
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最近関西で行って私的な研究会で、学位を取得したばかりの若い研究者が「武術が近代化して武
道になった」ということを申したのが気になり、もう少し「武術と武道」について検討してみるこ
とを要望しておきました。常識化していることを疑うことから新しい段階へ進めると考えます。
このシンポジウムでは武術の原点である「武」に思いを馳せて、「武」という「身体」や「運動」
に関わる考え方の違いを問いながら「アジア」を考え、そこに存在する身体文化、運動文化を考え
ていただけたら企画した一人として嬉しくおもいます。
言葉足らずで拙い記念講演で恐縮でございました。ご清聴有難うございました。
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記念講演２「文武両道再考＊1」
梶原 景昭（国士舘大学21世紀アジア学部教授）
今日のテーマは「文武両道」ということですが、これをとりあげたきっかけはつぎのとおりです。
われわれ日常、「文武両道」という言葉をしばしば口にもいたしますし、またよく聞くことが多い、
そういう言葉でございます。あまりによく使われ、われわれはその意味を深く詮索することもなく
なってしまったような気がいたします。
現代的な文脈の中で文武両道が典型的に用いられるのが、つぎのような場合です。高校野球の名
門校、福岡県立東筑高校を紹介して、「明治31年創立、県内有数の進学校、文武両道で知られ、野球
部はその代表的存在」という具合です＊2。和歌山県立桐蔭高校は、「旧和歌山中、明治12年の開校で、
文武両道を伝統とする名門」と紹介されています。さらに高知県の、これも野球が強いので有名な
学校ですが、土佐高校について、当時土佐高は調子が悪かったようで、「文武両道の土佐が低迷」と
いう表現にも出合います。
ラグビーについては、山口県立大津高校のラグビー部監督について、「大学全員進学と、ラグビー
全国3位を両立させ、文武両道を説く」人物として紹介されています。アメリカンフットボールの日
米大学親善戦に参加する、ウィリアム･アンド･メアリー大学を、「文武両立スーパー軍団」と名付け
ている例もあります。スポーツと学業を両立させるという意味で、「文武両道」という言葉はしばし
ば、というより、現在の文脈の中ではほとんど節操もなく登場します。とにかく、かなりの数の教
育機関が「文武両道」を教育理念や学園の特色に挙げています。武士社会が消滅し、武術から武道
への変化を経て、今では「文武両道」の一般的な意味が大きく変化したようです。「文武両道」を
キーワードに書籍の検索をすると、英国のパブリック･スクールに関連する本も結構出てきました。
騎士道と文武両道には共通性がありそうですから、それもおかしくはないわけですが、このように
文武両道の現代的な解釈はなんでもありに近い状況にあります。
騎士道のように武士道とどこか対応するものは存在しますが、「文武両道」というといわゆる「日
本独特」の特色であるという思い込みがあります。ところが、マーティ ･キーナートは『文武両道
―日本になし』＊3という挑発的な本を書いています。キーナートもスポーツと学業ないし、いわゆ
る専門職業の両立という現代的な視点から「文武両道」をとらえています。1マイルレースで4分の
壁を史上初めて破った、イギリスのロジャー ･バニスターは陸上のトップアスリートでしたが、や
がてオックスフォード大の医学部を卒業後、優れた神経学者となりサーの称号を得ています。
広島カープにいたゲイル･ホプキンスについてもキーナート氏が書いていますが、バニスターとな
らんでホプキンスも私にとっても想い出深いアスリートです。広島が最初に優勝したときの1塁手で
した。優勝の原動力の一人でしたが、当時の新聞にも、彼が野球の練習の合間や試合後に分厚い本
をいつも読んでいたと書かれていました。ホプキンスはアメリカと日本で通算13年の選手生活を続	
け、オフシーズンにはイリノイ工科大で学び、その後医科大で整形外科を専攻、やがて外科医となっ
ています。こうした例はキーナートによれば欧米では決して少なくありません。
こういう存在が日本のオリンピック･メダリストにいるだろうかと、マーティ ･キーナートは問う
ているのです。スポーツのトップアスリートが専門職として活躍することが日本では非常に少ない
と言っているわけです。つまり、日本では「文武両道」とよく言われているが、現代的な意味でトッ
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プアスリートが専門職業人になることがほとんどない。「文武両道」は実際には実現されていないの
ではないかと挑発しているのです。
そうした問題に若干刺激されて何をこれからお話しするかといいますと、「文武両道」の歴史的分
析や武士道の本義について触れるわけではございません。それらはご専門の方にお任せして、私は
あくまで現代の文武両道のあり方の一端について話をさせていただきます。ですから、山岡鉄舟も
新渡戸稲造も登場しません。＊4
「文武両道」や「武士道」はもちろん長い歴史的伝統をもつものではありますが、武家社会や武士
の存在が無くなって、近代の日本（例えば明治になって）あらためて再概念化されたシンボルといっ
てよいでしょう。こうしたことをイギリスの歴史家のエリック･ホブズボームは「伝統の創造」と
いっております。われわれは伝統というと、それはいささかも変わらずずっと昔から続いてきたと
いうふうに考えます。例えば武士道は何か太古、はるか昔から日本に存在して、ずっとこれが続い
ているように思ってしまいがちです。ところが武士道についての議論が非常に盛んになったのは明
治の中期、つまり日清戦争のころでした。当時出版文化が活発化してきたという事情もあったでしょ
うし、近隣の対外関係の推移や国民的アイデンティティの形成とも関連して、明治の中期を過ぎて
から、武士道に関する著作、あるいは議論というものが極めて盛んになってきたのです。すなわち
伝統というものは昔からそのままずっと続いていたものではなくて、ある時期になってそれが議論
されて整備されていく、さらに考えられていくという過程を経たものであります。
言い方を変えれば、武士がいなくなって「武士道」という考え方がもっとはっきりとが出来てく
るのです。イギリスの王室の式典とか結婚式のハイライトは、馬車行列です。何で馬車がこれだけ
象徴的な意味を持つかというと、馬車の実用の時代が既に終わったからです。人々が馬車に乗って
いた時代、馬車は単なる交通･運搬手段でした。その後乗らなくなると馬車は実用的な乗り物ではな
くなり、遂に強い象徴的価値をもつようになりました。武士道や文武両道の考え方も万古不変とい
うわけではありません。また、騎士道や中国の思想の「文武両備」との共通性もあり、必ずしも「日
本独自」と短絡できません。こうしたものの観方は、ものごとをよく考えない、いわゆる「思考停
止」をもたらします。
文武両道という言葉を符丁のように盛んに使う、そしてその結果われわれは意味が分かったよう
な気になるわけです。これが、やはり大きな問題をはらんでいます。つまりある種の標語主義とい
うんでしょうか、なにか言葉だけで簡単に通じあってしまうような気がする危険のことです。道路
に横断幕が張ってあって、「注意1秒けが一生」とよくありました。標語を見て、運転者が気を付け
て事故が減るという訳なのでしょうが、それにはあまり根拠はありません。「ゼイタクは敵だ！」と
か、スローガンだけでものごとが動くような錯覚に陥ることはよくあります。「文武両道」という言
葉が、本当にそれを目指し実践しようとする人々を除いて、ただ唱えているだけの人にとっては「注
意1秒けが一生」とほぼ同じ意味しかもたなくなってしまうのは残念です。この符丁や標語、いや呪
文を唱えれば世の中が変わるような、あるいはある伝統が保たれるような錯覚をまず打ち破らない
と文武両道の本当の実現は難しいと思います。
ここからは、私の身の丈に合った、私の考えられる範囲で文武両道に少しでも近づく、あるいはそ
れを実質化するためには実際にどんなことをしたらいいだろうかということを考えてみましょう。
そのときに本学を例にとれば、武道の本格的な専門教育に加えて学園全体の一般教育として、身
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体についてあらためて考えなおすことが必要であると思います。文武両道教育ということをもし再
び掲げるなら、そこに本学は「美しい身体」をつくるとしたらどうでしょうか。美しい身体という
のは、機能的に身体がすっと動くとか、素晴らしい姿勢やたたずまいの美しさを目指すことでしょ
う。体育の、武道の諸先生のお力を得なければいけませんけれども、身体を徹底的に美しい身体に
つくり替えていくことが今ほど必要なときはありません。スポーツや身体を凡庸な疑似精神論に従
属させることに意味はないでしょう。身体を精神化するのではなく、精神の身体化、あるいは身体
そのものを第一の表現媒体として動かすことが重要なのです。
美しい身体というのは、全体主義的な行進やマスゲーム、上下関係に縛られた規則正しさとは違
います。フーコー流にいえば、近代的な身体をわれわれはつくらされたわけです。近代的な身体と
いうのは、ご承知のように、近代の工場生産や学校、つまり時間どおりに動いて、近代的制度に対
応できる身体のことです。学校制度はこうした「身体」をつくりあげることに大きく貢献しました。
ですから、学校が近代的身体の形成と関わっていることがいまだにどこかで続いているわけですの
で、学校教育でいう「文武両道」の身体性は本来の武道が目指したモノとは違い、身体の自由な能
力を発揮させる方向には行きそうにありません。学校は、雨が降っても日が照っても9時に始まるき
まりであれば毎日9時に行かなきゃいけません。学校によくみられる集団主義的な規則性のみに焦点
を当てるのではない身体の復権が必要になるということです。
自然な身体というのは、自然そのものを自然ということではなくて、自然の体をつくるわけです
から、あくまでも不自然で人工的ではあるんですが、そのときに、素人の提案で甚だ恐縮でござい
ますけれども、武道が持っているある種の型というのが非常に参考になるんではなかろうかと。全
く見当外れの想像かもしれませんけれども、そうしたことを考えております。
それからもう一つ、文武両道ということを考えますときに、これも少し飛躍が過ぎるというおし
かりを受けると思いますが。やはり武道、スポーツは国境を越えるところにその使命がある。もち
ろん日本独自の性格を持った武道であり、スポーツも中にはありますけれども、身体やスポーツは
もともと国境を越える存在であります。もともと優れた身体能力は限界を超える性格のものでしょ
うし、狭いところに押し込められるものではありません。ヘーシンクを育てたことで有名な道上伯
氏は越境性という点でそのよい例かと思います。
先ほど、近代的身体に対して、もう一度新しい身体のつくり替えをしてみてはどうかということ
を申し上げましたが、先ほど山本先生のお話に出た「抵抗する身体」という表現がありました。そ
れとも何かつながりがあるのかもしれません。身体の在り方に対して多角的、徹底的に研究、教育
するのが本学の使命ではないでしょうか。それこそ身体（からだ）学部をつくるくらいの勢いが必
要かもしれません。
先ごろデリーの旧市街を訪ねる用事がありました。そのときに、自動車が入れないような細い路
地では今でも輪タクが行き交っていました。輪タクにしては猛烈に速いスピードで、その路地を突っ
走るわけです。インドですから人混みの路地を向こうからも輪タクが来る。もう5センチもないよう	
な、ぎりぎりのところをすれ違うわけです。そのときにブレーキを踏んだりしたら、人力車稼業の
名折れですから、一切、容赦なく突っ走るわけです。私は手すりというか、回りをつかんで、身体
にがちがちに力が入って、足踏ん張って、振り落とされぬようやっと耐えている状態でした。これ
は年を取ったせいばかりではなくて、大方の日本人のあまりスポーツをやらない人間の身体であれ
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ばそうしないと落ちてします。ところが向こうからくる輪タクに乗ったベールをかぶったご婦人は、
2人で談笑しながら車台につかまりもせず悠然と坐っていらっしゃったのです。
先ほど言いましたように、歩き方から始まって電車での坐り方、それから立ち振る舞い、すべて
身体のあり方のある種の美しさをどれくらい保持できるか、せめてこの手がかりと実践を身につけ
なければなにごとも始まらないような気がしております。
身体について考える前提に、つぎのようなことがあります。そもそも人間というのは不器用な動
物でよく出来てないものですから、月が満ちて生まれてもほかの動物に比べれば未熟児です。人間
だけが、1年ぐらい歩けないわけです。牛や馬は、生まれて数時間でもう歩いてしまう。犬や猫です
と、翌年はお父さんになったりお母さんになったり出来るわけです。人間だけが、教育に時間がか
かる。つまり、下手をすると20年ぐらい学校に行かなければ一人前になれない。これほど、出来が
悪い。こういう出来の悪い動物に対して身体をつくり上げるうえで、例えば武道を手がかりに形を
覚えるということは大きな意味を持っているでしょう。
こうした身体をつくり替えることによって、何かが変わっていくでしょう。専門的にスポーツを
極める、武術を極めるということも行われる必要がありますが、同時に、ふつうの人間も、そこま
で専門性はなくとも、ダイエットやサプリメントという意味ではなく、身体そのもの、その動きに
関心をもつことが必要でしょう。ダイエットなど身体の外見に対する関心は強くなったと思います
が、演技する身体としてわれわれが環境の中でどう体を扱って、どうコントロールして、どうマネー
ジするか、ということについてはまだまだ十分に、研究も含めて行われていないようです。運動生
理学的な研究、体育学的な研究、それから身体心理学的な研究、さらに文化や社会からの視点、も
ちろん歴史や文学、政治など、これを総合して身体の多角的な教育、研究を行う価値は大きいと思
います。
養老孟司氏のエッセイに「学習とは文武両道である」という文章があります＊5。両道について氏
は「二股をかけているということで、それぞれべつにという意味ではない。脳でいうなら、知覚と
運動である」と述べています。「知覚から情報が入り、運動として出て行く。出て行くが、運動の結
果は状況を変える。その状況の変化が知覚を通して脳に再入力される」という訳で、こうした「ルー
プ」あるいは一連の課程を「モデル化」することが学習であるという。彼は言語も歩行もこうした
原理については同じだとしています。詩を暗唱する、引用部分を抜き書きする、養老先生のご趣味
で言えば昆虫の標本をつくる･･･などの「手仕事」がかつては「学習」の前提であり、一部でありま
した。勉学にも身体が大きく関与していたし、それこそ手書きで抜き書きすると頭ではなく手が文
章を覚えてくれたような記憶もあります。「できそこないの動物」である人間にとって、学問知識を
学ぶこと以前に、じつは身体をどう制御するかは本能まかせでは済まぬ最重要課題であります。そ
れは人間が本能に欠けているからといってもよいからでしょう。
「文武両道」をたんなる言葉や標語にしてしまうことほど思慮に欠け、恥知らずの行為はありませ
ん。歩くことと思索の関連性についてはこれまでにも多く語られてきました。学知も運動知もとも
に身体知といってもよいでしょう。もともとスポーツ音痴からみると「文武両道」は不公平な表現
です。「武」のできるものにしか両道のチャンスはないし、武士の時代には武士にしかその可能性は
ありませんでした。そこでまず「身体」に向き合うことから始めたらどうか、というのが私のささ
やかな提言であります。
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註
＊1	 本文は 2011 年 1 月 29 日	国士舘大学アジア ･日本研究センター開設 10 周年記念シンポジウム「アジアと武道」
における拙論発表に加筆と修正を加えたものである。
＊2	 高等学校、大学の募集広報をみればかなりの割合で学園が「文武両道」をめざしていることにあらためて気づく。
ここであげたのは平田宗史「江戸時代における文武両道教育の研究（一）」『福岡教育大学紀要』第四分冊 1991
年の冒頭の例による。
＊3	 マーティ ･キーナート（加賀山卓朗訳）『文武両道、日本になし』早川書房、2003 年。ここにとりあげられたト
ップアスリートについてはおそらくほとんどの方々がご存じであろう。キーナートは日本では「一筋の道」の
みが探求され（それだけでも大変だと思いますが）、二股は避けられる（つまり人間の可能性を幅広く追求しな
いのでは）と述べ、また欧米でそれが可能となるのは、スポーツにシーズン制があったり、教育機関もサマー ･
スクールや夜間、週末など柔軟な教育環境をつくっているからではと記している。
＊4	 「文武両道」の本義は武士道にありという通常の考え方にも理はあるが、武士道はもう「語られる」ものになっ
てしまっており、現代ではメタファー、比喩のレベルとなっている。拙論では歴史的淵源を辿るのではなく、
その現代的象徴性に焦点を当てている。
＊5	 養老孟司「学習とは文武両道である（鎌倉傘張り日記①）『中央公論』2002 年 1 月号	pp.346-349 による。
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「中国武術の特徴と太極拳の普及」
林 伯原（国際武道大学体育学部教授）
今回、このシンポジウムでお話させていただくにあたり「中国武術の特徴と太極拳の普及」とい
うテーマをいただきました。この「中国武術の特徴」と「太極拳の普及」は、それぞれ独立して扱
うべき話題であるように思われますので、ここではふたつを分けまして、順番にお話しさせていた
だこうと考えております。
まず、「中国武術の特徴」についてお話しいたします。
ご存知の通り、中国という国は多民族国家であり、万里の長城以北には､寒冷な草原地帯が広がっ
ていますが､そこでは雨量も少なく､気温も激しく変動し､その生活環境は極めて厳しいものです。ま
た西北部は乾燥した砂漠地帯が多く、古くからそこで遊牧生活をいとなむ遊牧民族の食料や衣料は
常に不足がちでした。このため､彼らは生活物資を求めて農耕をいとなむ漢民族の住む中原地域を併
呑しようとしていました。中国歴史上において、北方に相次いで出現した異民族の国家は、例外な
く長城以南に侵入して略奪を繰り返しました。このため、歴史上、周辺の異民族と中原の漢民族が
絶えず争い、また、異民族間でも戦争が絶えることはありませんでした。中国武術は多くの民族が
互いに対抗･交流･吸収･融合を繰り返す中で発展し、それが複雑な多様性をもたらしました。また、
各民族はその伝統によって、それぞれが民族武術文化というべきものを次第に形成するようになり
ました。いわば、中国武術は多民族戦争を背景として成立したのです。特に、黄河流域は古くから
農耕民族文化と北方の遊牧民族文化という二つの異質な文化が衝突する場であって、戦争や動乱が
頻繁に発生しましたので、古来より武を尚ぶ気風が濃厚であり、これが各地での武術文化の形成、
武術流派の分化、稽古法の多様化を促進することになったのです。現在、流行している有名な武術
流派の多くが黄河流域に起こったものであり、またそれらの各流派がそれぞれ個性的であるのはこ
のような理由によるものです。
また、中国はとても広大な国ですから、その地理や気候、生活環境などの影響によって、中国武
術は、北方と西北の遊牧地域、黄河流域、長江以南流域という三つの地域で、著しく異なった様相
を呈します。北方と西北の遊牧民族は剽悍驍勇で、騎射を得意とし、長短の槍に加えて刀･剣･錘･棒･
斧などのような短い武器もよく用い、強力な馬上武術を誇っていました。一方、黄河流域は広大な
平原で、乾燥した気候であり、畑作を中心とした農耕が行われているのですが、陸上交通が便利で、
また戦場も広大であったために、長い武器を用いた機敏な野戦突撃の戦法がよく用いられました。
武術の練習でも飛び跳ねたり、走りながら技を繰り出したりする形態が多く見られ、拳法では蹴り
技による格闘が主流となりました。また、長江以南流域では河川や水路が縦横に走り、水田のあぜ
が錯綜する水郷が多く、また、船上や水田で作戦することが一般的であったことから、剣や刀など
の短い武器がよく用いられ、特に拳法においては拳･掌･肘を多用するという特徴があります。中国
でよく言われている「南拳北腿」という諺は中国南北の拳法の特徴から生じた言葉です。
さて、次に歴史的な観点から中国武術の展開の特徴を述べますと、秦帝国成立以前の中国では、
武術が教育の一環として重要視され、文武兼備の教育が提唱されていました。ところが、秦漢以降
は儒学が主流となったために文武がはっきり分けられるようになったのです。このように「尚文卑
武」の風潮が盛んであったことから、隋唐から実施された科挙制度によって武官は一貫して文官の
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下に位置付けられており、文治の名の下に武を蔑む風潮さえありました。武科挙による登用を目指
す少数の者を除き、ほとんどの武芸者は下層社会において、主に経済的な理由から自分の武術を頼
りに活躍していました。
このように、中国武術は、明らかに庶民文化として下層階級において発展する性格を持っていま
した。民間の武芸者たちは、武術の修練に精神的な意義を見出すことはなく、人格形成の「道」を
求めることよりも、むしろ生活の糧を得るための「芸」として、武術の持つ職業的な価値を重んじ
ました。このため、中国武術はあくまで手段である「術」をめぐって発達していくことになりまし
た。
武術が主に下層階級で発達したことから、当時、民間に流行した演劇や小説などの通俗的な文化、
および宗教、哲学、伝統医学などの影響を受け、「太極」「陰陽」「八卦」「五行」「経絡」「行気」「剛
柔」「虚実」などを借りて成文化され、その伝承内容が整備されるようになりました。
前述の通り、武術は主に下層社会において発達したものですから、国内外で民衆に対して様々な
形で加えられる圧力に対し、抵抗するための手段という性格を強く持っていました。特に、近代中
国に至ると、武術は反侵略、反封建主義の戦闘手段、あるいは民族精神を奮い立たせるための手段
として、新たに社会的な意義を獲得し始めます。また、武術は民族伝統的な国技であるという認識
が国民の中に深く根を張り、民族意識の高揚に合わせて、武術の宣伝･教育･訓練などの活動が活発
化していきました。このような武術に対する認識の変化は、人々が積極的に武術を練習する原動力
となり、また、武術の体育化、スポーツ化に大きな役割を果たしました。
さて、次にお話しするのは「太極拳の普及」についてですが、中国では以下のようなポイントが
「太極拳の普及」に関する主要なトピックとして取り上げられます。
中国武術には、非常に多くの流派がありますが、太極拳のように知名度が高く、またその愛好者
が他の武術流派と比べて圧倒的に多いものは他にありません。太極拳がこのように多くの人々から
愛好される理由として、次のようなポイントを挙げることができると思います。
第一に、伝統性。太極拳が明末清初に登場してからその独特な拳理、技法及びその「型」が受け
継がれてすでに三百年以上の歴史があり、特に近代に至って、太極拳は伝統的な国技の一つとして
社会的な評価が高まると共に、民間において太極拳の練習が盛んに行われるようになったため、幅
広い大衆基盤を備えています。
第二に、体育性。19世紀前半に、陳氏の太極拳は、次第に複雑な動作や重複する動作が削除され
て、洗練された形式を備えるようになりました。その後、近代中国における政治、経済、文化など
の変化に伴って、武術も実戦重視のものから、健康増進に対する社会の関心を反映したものに注目
が集まるようになりました。19世紀後半になると、陳氏太極拳を学んだ楊氏一族が、一般大衆に対
し、人々の健康維持の要望に応えるように、健康づくりの立場から旧い太極拳を改造する活動を始
めました。その結果、太極拳を稽古すれば、武術を学びながら、健康増進の実感も得られるという
ことになりました。いわば、太極拳は中国武術の中で最も早く体育の一種目として捉えられ、その
健康促進作用を重視され、体育の道に向けて進んでいく流派となったのです。
第三に、教育性。近代的な体育教育文化から影響を受けた太極拳は、楽しく、効果的に体力を向
上させるための指導法を重視し、練習しやすく、覚えやすいこと、また、多くの人が一緒に練習で
きる稽古法を追求するようになりました。このため、太極拳の教育性が高まり、20世紀初頭からい
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ち早く各大都市の武術団体や学校に普及し、その愛好者の数は他の武術流派を遙かに凌ぐようにな
りました。
また､太極拳が中国武術の中でも特別な性格を持った流派である点を挙げることができます。すな
わち、緩慢、柔和、沈静な運動方式が太極拳最大の特徴であり、太極拳の練習を通して「柔をもっ
て剛を制する」武術を習得できるだけでなく、健康増進やリハビリにも役立ち、特に生活習慣病、
慢性病に対して治療効果を期待することができます。さらに、そのような運動方式を持つ太極拳だ
からこそ、年齢を問わず、気軽にどこでも練習できるのです。まさにこの理由で、多くの人々がそ
の魅力に惹かれ、太極拳はアジア及び世界中に広がっています。
中華人民共和国の成立後、1952年に毛沢東が「体育運動を普及させて国民の体力を向上させよ」
という指示を出しました。このため、当時の国家体育運動委員会は、古くから幅広い大衆基盤を備
えていた太極拳を体育普及の種目として推し進めるという方針を打ち出しました。この方針に基づ
いて、1955年には、簡単明瞭で覚えやすく練習しやすいものという原則に則って24式の「簡化太極
拳」が編成され、翌1956年に正式に発表されました。その内容は伝統の楊式太極拳から主要な動作
を取り出して、1回5分程度で行えるように構成したものです。また、1970年代、太極拳の動作に合
わせて伸びやかな「太極拳曲」が上海で作られました。その後、この曲は上海から全国各地へ、さ
らに海外へと広がっていきました。
1960年代、国家指導者であった毛沢東が、太極拳の練習を提唱しました。さらに1978	11月16日鄧
小平が日本の友人の求めに応じて「太極拳が好い」という題詞を贈りました。数多くある中国武術
流派の中で、太極拳が国家指導者によって言及･提唱されたことは極めて異例のことであり、このよ
うに国家主導によって太極拳学習の環境が整備されたことは、太極拳普及の歴史において、大きな
意義を持っていたと言うことができます。
1950年代以降、政府指導の下で太極拳は「大衆化」「伝統化」「競技化」という三つの路線によっ
て大いなる発展を遂げました。「大衆化」路線により､政府は民間で新型の太極拳（24式を中心に）
の普及に力を注ぎ、また学校の体育授業にも太極拳を導入させました。「伝統化」路線とは各種の伝
統的太極拳流派に対して宣伝、研究、出版などを通してその伝承と発展を推し進めることです。ま
た、「競技化」路線は太極拳がスポーツ競技種目として認められ、発展していくことによって実現し
ました。中華人民共和国が成立すると、1959年に北京で行われた全国運動会の武術競技において、
初めて採点によって太極拳選手の技術レベルを評価することが行われました。現在、太極拳の試合
形式としては、様々な動作から構成された「形」を演武して、その難度、姿勢、構成および技術水
準などを評価する「型」の競技と、一定のルールの下で、勝敗を競う「推手」という競技の二種類
が存在しています。このような競技を行うことは、太極拳が近代競技スポーツとなるための道を切
り開いたと言えます。こうした転身があって初めて、太極拳は海外への普及を積極的に、かつ着実
に進めることができたのです。
1991年10月、第1回世界武術選手権大会では太極拳が演武競技種目として実施され、その後、2年
ごとに世界武術選手権大会が継続して開催されています。また第5回世界武術選手権大会（1999年、
中国･香港）では競技種目に太極剣が取り入れられました。さらに第9回武術選手権大会（2007年、
中国･北京）の太極拳と太極剣の套路競技では、初めて曲に合わせて演武しなければならないという
ルールが設けられるなど、競技の観賞性がさらに高まりました。
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「中韓日の武芸交流の動向」
朴 貴順（韓国霊山大学体育学部教授）
本発表は、発表者の「16世紀以降における中･日･韓武芸交流に関する研究	－『紀效新書』、『兵法
秘傳書』･『武術早學』、『武藝圖譜通志』を中心に－」（金沢大学	大学院社会環境科学研究科	地域
社会環境学専攻の学位論文）を再整理して、16世紀以降中国･日本･韓国で刊行された	『紀效新書』･
『武備志』、『兵法秘傳書』･『武術早學』、『武藝圖譜通志』を中心に三国の武芸の動向について報告
するものである。
まず、中国（明）の『紀效新書』（1560）･『武備志』（1621）、韓国（朝鮮）の『武藝圖譜通志』
（1790）の刊行過程を再検討し、『武藝圖譜通志』に見られる中国武芸からの影響について検討した。
次に、日本の『兵法秘傳書』（1701）と『武術早學』（1757）の刊行過程とその内容を明らかにし、
その二書に見られる中国武芸からの影響について検討を加えた。	その上で、『紀效新書』を基軸に
して、特に動作記述に注目し、上にあげた日本と韓国（朝鮮）それぞれの武芸書に見られる記述と
その共通点や相違点を比較･検討した。すなわち、武芸書の動作記述という観点から、三国の武芸が
どのように交流し、影響を及ぼしあったのかを明らかにすることを目的とした。
『紀效新書』は明の戚継光によって「14巻本」（1560）、「18巻本」（1562）、「14巻本」（1584）の三
種類が刊行された。しかし、現在その版本の存在については確認できない。『紀效新書』には様々な
重刊があるが、本研究ではその中で最古版である『東牟戚氏刊本』を見出し、その分析を行った。
『紀效新書』の中、「射秩」と「御秩」に6項目の武芸に関する内容が記載されていた。
『武備志』は天啓元（1621）年に茅元儀によって刊行された本である。明の内憂外患と軍備の不足
を実感した彼は、強兵政策を実現するために先秦から明代までの15年間に世に刊行された軍事関連
書籍2000余種を幅広く収集･編集し、天啓元（1621）年に刊行した。
日本の『兵法秘傳書』と『武術早學』には、中国武芸の影響を受けたと見られる記述があり、さ
らに、複数の武芸項目の総合武芸書としての性格を持っているものの、これまでほとんど知られる
ことはなかった。『兵法秘傳書』･『武術早學』は同じく山本勘助著とされる。また山本勘助の他の
著作とされる『軍法兵法記』と『剣道独稽古』に共通する部分が多く、酷似していることが分かっ
た。また『兵法秘傳書』には「図巻」に7項目の武芸に関する内容があり、中国武芸の影響を受けた
と見られる「形勢」、「棍法」、「鎗」等の武芸が記述されていた。『武術早學』には「軍法兵法記劔術
之巻」に5項目の武芸に関する内容が記載されており、第三巻の「眼つぶしの事」の記載によれば、
『武術早學』は『軍法兵法記』を元にしており、それに「拳法」と「棍法」が加えられたものであ	
った。
『武藝圖譜通志』は朝鮮王の正祖の命令によって､中国の文献128書、韓国の文献14書、日本の文献
3書、計三国の145種の関連書籍を参考にして刊行された。その中には中国の武芸・兵書である『紀
效新書』や『武備志』が含まれていた。	本研究では、『紀效新書』刊行から『武藝圖譜通志』刊行
に至るまでの過程が『武藝諸譜』、『拳譜』、『武藝諸譜飜譯續集』、『武備志』、『武藝新譜』の流れで
あることを明らかにした。『武藝圖譜通志』は「漢文本」の5巻4冊と「諺解本」で構成されており、
24項目の武芸が記載されていた。
『紀效新書』･『武備志』、『兵法秘傳書』･『武術早學』、『武藝圖譜通志』の武芸の動作記述の共通
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点と相違点を通じて、16世紀以降に中国を中心する東アジアの文化交流の痕跡を見ることができた。
『紀效新書』や『武備志』等の中国武芸の影響力は中国国内に止まらず、壬辰倭乱や丁酉再乱と徳川
幕府の努力等が契機になって朝鮮や日本にも様々な影響を与えた。当時、東アジアは中国を中心に、
二千年以上にわたって朝鮮や日本等の周辺諸国との様々な交流があり、その中に中国の漢字もあっ
た。中国の周辺諸国は当初自らの文字や文章表現の方法を持たず、中国文字である漢字を使用し、
自国化の工夫を行ったが、基本的に漢字を理解する文化圏であった。このような状況の下、『兵法秘
傳書』･『武術早學』、『武藝圖譜通志』の動作名称は『紀效新書』そのまま、あるいは、「～勢」「～
の～」のようにやや変化させた形で記されていた。
『紀效新書』･『武備志』、『兵法秘傳書』･『武術早學』、『武藝圖譜通志』のいくつかの「図」は酷
似しているが、単なるコピーではなく、各書籍は応用を加えながら記述されており、それなりの独
自性が見られた。これは四書の「図」の示範者の服装に端的に表われていた。また『紀效新書』･
『武備志』、『兵法秘傳書』･『武術早學』、『武藝圖譜通志』に共通する「図」にふされている「譜」
はほとんど異なっていた。特に、『兵法秘傳書』は敵（相手）と相撃する方式で、動作の過程やその
結果までの「譜」が記述されていた。『武術早學』も一部の内容が相撃で記述されていた。それは、
『兵法秘傳書』が刊行された江戸時代は武士社会であるが、安定した時代であり、対戦というのは当
時すでに武士の修養産物の手段となっていたであろうと考えられる。
『紀效新書』は戦争の中で、戚継光が自らの戦争経験、兵法や武芸等の研究を実践した結果を著し
たものであった。彼が『紀效新書』を刊行した目的は、兵士らの訓練や、戦争に勝ための陣法や技
等を知らせるためであった。そこで、『紀效新書』には一つの「図」に一つの「譜」が付いており、
その中には動作の具体的な内容があった。さらにその「譜」ではどのような場合でも変化すること
ができる旨の説明が書かれていた。しかし、戚継光が『紀效新書』を著す時に持っていた意図が、
日本と朝鮮に正しく伝えられたのかは確認できない。『兵法秘傳書』と『武藝圖譜通志』の「拳法」
には、『紀效新書』と共通する「勢」（動態系統）の概念が見られるが、実際に『兵法秘傳書』では
「勢」が静態系統（Posture）で、『武藝圖譜通志』では「勢」が動態系統（MovementあるいはPosition）
と静態系統（Posture）の形式で記述されていた。
以上、『紀效新書』･『武備志』、『兵法秘傳書』･『武術早學』、『武藝圖譜通志』の武芸の動作記述
の共通点や相違点を通じて、中･日･韓三国の武芸交流の足跡を検討した。その結果、三国間の武芸
や武芸書に交流の足跡を確認すると共にまた自国化の工夫がなされていることが明らかになった。
東アジアの主要国家である日本と韓国は、未開の状態において中国文化に接し、それによって新
たな歴史の段階に入った。このように先進国であった中国の文化を輸入し続けたのであるから、日
本と韓国はほとんど中国文化によって育てられ成長してきたといってよい。また、16世紀に入ると、
中国も日本や朝鮮等と様々な文化交流を行って、「日本剣術」や「朝鮮勢法」等の影響を受けた。民
族の文化は兵法や武芸のように単独の力で発達することは少なく、他の異質文化と接触交流するこ
とによって発達する。しかし、自国の政治や社会等の歴史の状況によって、自らの兵法、武芸等の
文化が作られることもある。中･日･韓三国は、16世紀以降には進んで優れた文化を取り入れて、批
判検討を加え、自分に適合する独自の文化を形成してきた。
このような文化の交流は19世紀末と20世紀に入ると、国民国家の出現によって、国家主義が強調
され、そのために、兵法や武芸は独自性を強く持つことになった。その結果として、16世紀以降、
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武芸交流史や文化交流史は相対的に軽視されてきた。しかしながら、本研究で明らかにしたように
近代以前の中･日･韓三国は様々な武芸交流、あるいは文化交流が存在したのである。
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「日本における武道と武術（剣道の立場から）」
佐藤 成明（国士舘大学体育学部客員教授、筑波大学名誉教授）
アジア･日本研究センター設立10周年をお祝いし、記念シンポジウムに登壇の機会を与えていただ
きましたことを光栄に存じますと共に大変緊張を致しております。
私は日本において武道の代表的な一種目である「剣道」の立場からお話をさせていただきます。
現代の剣道は「竹刀」を用いて『一本になる有効打突』を求めて競い合う格闘的な対人競技とし
て老若男女を問わず、広く国際的にも愛好者を得て普及されつつあります。2011年1月現在で国際剣
道連盟（FIK）加盟国は50カ国、未加盟国を加えますと100カ国近い国々で剣道が行われています。
何れの民族にあっても棒や槍、刀剣などの得物を用いての対人あるいは対野獣との闘争の技術は
存在し、存在しました。
今日の剣道は平安時代の後期（10世紀後半）の武士の台頭により白兵戦の場で、より効果的に役
立つ「鎬造り」で「外反り」の弯刀である『日本刀』の発明とその操作法の開発を源としていると
考えられます。
因みに、日本における刀剣について少々触れてみたいと思います。『和名抄』その他の古典や関連
の文献では、敵を突いたり斬ったりすることを目的とする諸刃の直刀を『剣（けん･つるぎ）』、片刃
を『刀（かたな）』と区分しているのが一般的な通念になっています。
　古墳から出土した刀剣はほとんど中国大陸や朝鮮半島を経由してもたらされたものと思われま
すが、その形状は真っ直ぐな『直刀』です。環頭の太刀とか鶏頭の太刀、頭推（かぶつち）の太刀
などと言われる「太刀」は、『絶つ（断つ･裁つ･截つ）』と云うことに繋がりますが、その操作技術
は『斬る』技法（術）よりも『突く』技法（術）が中心であることは形状から推測されることです。
尚、古墳時代後半頃から「剣」（つるぎ）には宝剣とか霊剣と言う尊敬の意味高貴な地位が与えら
れていました。皇族とか公家などの身分の高い者が所持するもので儀仗、兵仗というもので、戦闘
の場合の一般兵士が持つものではありませんでした。一般戦闘者は太刀･刀を使用していたよう	
です。
『弯刀』の日本刀は形状から『斬突』が中心の技であることは紛れもありません。
その「斬突を中心とする日本刀の操作法（即ち、『剣術』）の訓練」の「ねらい」は時代の要求に
よって変化して参ります。
戦国時代には闘争の術、即ち武士階級の戦場における武技･戦技として所謂『武術性』を中心に発
展します。
徳川家康の元和の偃武（げんなのえんぶ）により戦（いくさ）の無くなった平和な江戸時代にお
いては実戦的な戦技の色彩は薄れ、武士が妄りに刀を似いたり刀を振るって斬り合いをしようもの
なら「お家断絶、切腹」にもなりかねない決まりのあったこの時代に武芸特に剣術の稽古が大いに
奨励されていました。武士の表芸として個人の武術･武芸、即ち「芸道性」を色濃くして大いに奨励
でした。
武士階級が崩壊した明治期以降には学生を中心に試合を中心とした「競技性」を色濃くして、国
民の教育の場における心身の鍛錬法として発展、現代においては更に競技性を色濃くしつつ、「剣の
理法の修錬による人間形成の道」の理念のもとに行われているように、夫々の時代における新たな
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価値を見出しながら現在に至っている「日本の伝統文化」であると考えられています。
戦国時代を過ぎて江戸時代初期（17世紀中頃）になると日本刀を操作する技法（剣術）は流派武
芸として各流派の「型（組太刀･勢方（かた））」として神道や儒教、特に、幕府の御用学問であった
朱子学、さらに仏教、特に、禅宗等の教えを裏打ちとした「武士の精神を表現し伝承するもの」と
して整備されました。
鎌倉武士以来継承されてきた「闘う者の精神性」を涵養し、「不撓不屈の精神力」「機を見るに敏
なる感性」を養い「美しく逞しい姿」に自分自身を育て上げることを目標とする、所謂「武士道」
の涵養の手段とされました。
各流派の極意を伝授し習得する手段として真剣あるいは刃引き、木刀などによる『形稽古』が定
着しました。
「形の稽古」であっても時には生命に関わる事故のみならず大小様々な事故が生ずる可能性が充分
にありました。
江戸時代中期（18世紀初頭）、「形稽古」を補完するために開発された直心影流の長沼四郎左衛門
国郷（正徳2･1712）や中西派一刀流の中西忠蔵子武（宝暦4･1754）などによる面、小手、胴、垂れ
などの防具と竹刀の考案及び改良によって行う「竹刀打ち込み稽古法」は稽古上の安全性が確保さ
れ、「形稽古」では体験できない緊迫した「真剣勝負の場」を再現する「試合稽古」を可能にし、多
くの流派に受け入れられるようになり、『撃剣（げっけん）』として新たな展開をみせ、現代剣道へ
と繋がることになります。尚、「しない」は江戸時代初期、新陰流の祖と言われる上泉伊勢守信綱が
刀袋に細かく割った「ささら竹」を入れて作った「袋しない」（「しない」とは「しなう･撓う」に語
源があるようです）を使用して指導をしたことによるものとされています。柳生新陰流の革製の「袋
しない」は今日でも使用されています。
鉄砲などの銃器が発達し剣術が実戦の場で活用する機会の無くなった江戸時代に、剣術の稽古が
奨励されたのは何故でしょうか。水戸藩藩校「弘道館」創設趣旨に刻まれた「文武不岐」の思想に
ついて少々触れて見たいと思います。
水戸藩第九代藩主徳川斉昭公が天保12年（1841）に創設した藩校「弘道館」の設立趣旨を記した
碑文「弘道館記」に水戸藩の「士民」は「忠孝無二･文武不岐･学問事業不殊其効･敬神崇懦」の学問
的態度をもってこの館で学ばなければならない」と記されています。草稿を提出した藤田東湖は「弘
道館記」の解説書である「弘道館記述義」に
「･･･そもそも文と武の国家に対する関係は、あたかも陰と陽が天地に対するものと同じであり、
陰と陽が両立して作用することによって、その年の穀物は豊に稔り、文と武が共に栄えることによっ
て、天下は安らかに治まる。もしそうでなければ反対の結果が生ずる。･･･思うに文武の道にはそれ
ぞれ大と小とがある。天地を貫く秩序を明らかにし、天下の騒乱を平定するのは、それぞれ文武の
大なるものである。書物を読み、書物を所蔵するとか、剣や矛を使いこなすとかは文と武の小なる
ものである。しかし、書物は道義を研究する手段であり、剣や矛は胆力を練る手段である。胆力が
充実して初めて危機に対処し、事変に応ずることが出来る。道義を明らかにして初めて我が身を修
め、人を治めることが出来る。其の上、文の弊害は軟弱であり、武の弊害は無知である。ところが
武は軟弱を矯正することが出来、分は無知を治すことが出来る。してみると文武を学ぶ者は、その
大なるものだけを論じて小なるものを軽視するのは尤もよろしくないし、その小なるものに力を入
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れて、その大なるものをわすれるのもよろしくない。文武を別々ものと見なし、一方を学ばないこ
とは尤もよろしくない」と、説いています。
今日の学生スポーツ界にあっては、「文武両道」として両者を対蹠的な二道と捉えて、ともすれば
文道を軽視する傾向が少なからず伺えることがあります。陽明學者･中江藤樹は「翁問答（上巻之
末）」の中で「文武とは別々のものであるのか」との問いに対して「文武一徳」であるとの師匠の答
えを示しています。
古代ギリシャの大いなる徳（arete）	の中でも、必ず「知としての文」と「勇としての武」が具備
されていなければならぬと説いています。　即ち、文武は一つの徳として初めて完全に合一される
ものであるとしているのです。
文を伴わない武は真実の武ではなく、武の伴わない文もまた真実の文ではないとする「文武不岐」
「文武一徳」の教えを今日の武道修行者の一人として再吟味したいものです。
大正から昭和初期にかけて撃剣が大学や高専の学生によって試合を中心として大いに展開され活
況を呈する中で、当時の大日本武徳会を代表する西久保弘道は競技化され試合を中心に展開する剣
道に対し『武道本来の目的は吾人の肉体を完全に鍛え吾人の精神を充分に練る』ことにあると競技
化された剣道に警鐘を鳴らし、大日本武徳会に所属する各種武術の名称を「術から道」にすべきで
あると主張し、大正8年（1919）に従来の呼称であった「剣術･撃剣」を「剣道」に、「柔術」は「柔
道」、「弓術」は「弓道」と変更されました。尚、柔道では嘉納先生の卓見によって明治の中頃には
「柔道」と称していました。
その影響もあって大正15年（1926）に文部省は学校体育における名称を「剣道」「柔道」と変更し
た経緯があります。
因みに『道（みち）』と発音すれば一般的には道路のこと、仏教では悟りへの道のことを言いま
す。『道（どう）』と言えば儒学の影響の強い日本では「人（人倫）の道」に置き換えられて生活や
行動の規範と考えられてきました。平安時代になると学問や技芸の世界に「道」の字を附すように
なり、各専門領域の教学的意義が強いものとなっています。
昭和20年（1945）の第二次世界大戦敗戦後、全面的に禁止されていた剣道がスポーツとして再出
発した昭和27年（1952）以降、スポーツ競技として競技を中心に普及発展を続けてきましたが、競
技化が進むことによる偏った勝利至上主義的な傾向が色濃く見られるようになりました。これを是
正し歴史と伝統を有する剣道本来の在り方や方向性を示す意味で、昭和50年（1975）に「剣の理法
の修錬による人間形成の道である」とする「剣道の理念」が制定されました。
今日でも理に適った正しく美しい剣技を学ぶ過程で日常生活における心身の健康の元となる正し
い姿勢をつくり、年齢や健康、体調に合わせた健康な肉体と健全な精神、即ち、「正義これは陽明學
の表看板、礼節これは儒教の中核的な教義、廉恥、これは武士道の命です、そして謙譲」等の武の
徳目を学ぶことによって社会的人間としての健全な精神の涵養に寄与しています。
竹刀が、相手に向けられた剣であると同時に自分に向けられた剣でもあるとする認識に立つ剣道
は、自らの心と体を清く正しく逞しいものに鍛え、人と人との関係や人と環境との関係をも明瞭に
把握できる人間へと成長させるに違いありません。
気の働きや心の闘いを伴った「気剣体の一致した有効打突」の追求は生涯剣道にも繋がっていく
ことになります。
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剣道はその発生からして「人が生きてゆくための指針」として考えられ、優れた全人教育の方法
として確立された日本の伝統文化の代表として大きな期待が寄せられているのも確かなことです。
御清聴、有難う御座いました。
